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   今年度第３回目の白神森林講座を秋田白神コミュニケーションセンターと共催で開
催しました。鳥取県、秋田市等から１０名が参加しました。 
 今回の講座は峨瓏渓谷の沢歩きと水無沼の散策を行いました。 
 峨瓏渓谷は県道３１７号線から入ることができる林道沿いで、「白糸二段の滝」や森
林鉄道の遺構を見ることができます。 
 最初に峨瓏大滝や白糸二段の滝を見学し、天然秋田スギやイタヤカエデ等の針葉
樹と広葉樹の調和と滝の水量の違いを参加者は楽しんでいました。 
 その後、準備体操をして沢歩きを開始しました。滑らないように荒縄で靴に滑止をし
て沢に入りました。深い場所や浅瀬等変化にとんでいて、ゆっくり歩きながら楽しみま
した。また、沢沿いには森林鉄道のレールや遺構の跡を見ながらの説明に関心を示
していました。 
 午後からは、水無沼周辺散策を行いました。水無沼は横倉集落棚田の水源となる
大きな沼で日本の里山風景を残しています。菅江真澄の歌碑や古い神社などもあり、
参加者はその歴史に思いをはせていました。最後に参加者からは「沢歩きは気持ち
が良かった。森林が豊かな水の恵みを与えてくれることを学んだ。」との感想をいただ
き今回も無事に森林講座を終了しました。 

沢歩き頑張ったよ! ここ危ないよ!気をつけて 


